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昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
提
出 

質

問

第

二

四

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

金
熊
寺
川
の
環
境
破
壊
を
防
止
す
る
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

保 
利 

 

茂 

殿 

 

提 

出 

者 
 

荒 

木 
 

宏 

 

一 

 



 

金
熊
寺
川
は
和
歌
山
県
三
峰
山
か
ら
和
歌
山
県
那
賀
郡
岩
出
町
を
経
て
、
大
阪
府
泉
南
市
に
入
り
男
里
川
に
合 

流
し
、
大
阪
湾
南
部
に
流
入
す
る
全
長
十
数
粁
の
二
級
河
川
で
あ
る
。
泉
南
市
民
は
こ
の
金
熊
寺
川
の
川
水
を 

 
 

上
水
道
源
と
し
て
、
金
熊
寺
地
区
で
日
量
百
ト
ン
を
簡
易
水
道
で
、
ま
た
六
尾
地
区
で
日
量
約
四
千
ト
ン
を
上
水
道

で
取
水
し
て
い
る
。
し
か
る
に
和
歌
山
側
に
当
る
金
熊
寺
川
の
上
流
の
谷
間
に
岩
出
町
の
ゴ
ミ
焼
却
場
の
燃
え
が 

ら
が
投
棄
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
え
附
近
で
は
和
歌
山
県
知
事
に
よ
り
、
岩
石
の
採
取
が
認
可
さ
れ
、
採
石
汚
泥
が

金
熊
寺
川
に
流
出
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
周
辺
国
有
林
が
広
範
囲
に
わ
た
つ
て
採
石
業
者
の
採
取
に
委
ね
ら
れ
、 

 

環
境
保
全
と
健
康
保
持
の
う
え
か
ら
、
下
流
地
域
住
民
に
多
大
の
不
安
を
与
え
て
い
る
。
よ
つ
て
日
本
科
学
者
会
議

大
阪
支
部
萱
村
善
彦
氏
及
び
泉
南
市
会
議
員
和
気
豊
氏
ら
の
調
査
指
導
等
に
基
づ
い
て
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

岩
出
町
の
ゴ
ミ
焼
却
場
の
残
灰
（
固
形
状
燃
え
が
ら
を
含
む
）
は
金
熊
寺
川
の
最
上
流
の
谷
間
に
え
ん
堤
を
設 

金
熊
寺
川
の
環
境
破
壊
を
防
止
す
る
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

二 

日
本
科
学
者
会
議
大
阪
支
部
の
大
阪
の
水
系
環
境
保
全
研
究
会
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
二
十
八
日
、
前
記 

 

残
灰
と
、
残
灰
を
含
む
処
分
地
の
土
壤
と
、
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
附
近
の
山
土
を
採
取
し
、
そ
の
金
属
成
分
に 

 

つ
い
て
乾
量
十
グ
ラ
ム
の
試
料
を
王
水
分
解
の
の
ち
原
子
吸
光
法
に
よ
つ
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
結
果
を 

  

(2) 

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
投
棄
の
中
止
を
含
め
て
ど
の
よ
う
な
是
正
措
置
を
と
る
の
か
。 

(1) 

こ
れ
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
十
六
条
二
項
一
号
若
し
く
は
二
号
に
定
め
る
投
棄
禁
止

規
定
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
で
は
な
い
か
。 

け
て
投
棄
さ
れ
て
お
り
、
右
え
ん
堤
か
ら
の
浸
出
液
が
合
流
し
て
流
水
と
な
り
、
金
熊
寺
川
に
注
入
し
て
そ
の 

 
 

水
源
と
な
つ
て
い
る
ば
か
り
か
、
周
辺
地
下
水
を
も
汚
染
し
て
い
る
。 

得
た
。
（
単
位 

/
乾
量
） 
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 mg 

四 

 



 

  

更
に
金
熊
寺
川
水
系
の
生
物
相
に
つ
い
て
付
着
藻
類
と
底
生
動
物
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
汚
染
と
無
関
係
な
支 

川
上
流
地
点
で
は
昆
虫
類
に
お
い
て
は
ウ
ス
バ
ガ
ガ
ン
ボ
や
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
類
な
ど
を
中
心
に
、
そ
の
種
類
、 

 

量
と
も
豊
富
で
あ
る
の
に
比
し
、
焼
却
場
横
で
は
汚
濁
に
強
い
と
さ
れ
る
シ
ロ
ハ
ラ
コ
カ
ゲ
ロ
ウ
を
中
心
と
し 

た
生
物
相
と
な
り
、
清
水
域
の
指
標
で
あ
る
ト
ビ
ケ
ラ
類
は
減
少
し
て
い
る
。 

ま
た
右
研
究
会
が
同
五
十
年
十
二
月
二
十
一
日
採
取
し
た
金
熊
寺
川
水
質
の
検
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ 

る
。 

  (1) 

前
記
研
究
会
の
土
壤
検
査
、
水
質
検
査
、
生
物
相
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
岩
出
町
の
ゴ
ミ
焼
却
場
の
残
灰 

五 

 



 

四 

和
歌
山
県
那
賀
郡
岩
出
町
押
川
字
風
吹
水
呑
谷
に
お
け
る
岩
石
採
取
中
の
採
石
場
か
ら
金
熊
寺
川
に
汚
泥
が 

流
出
し
て
、
金
熊
寺
地
区
の
簡
易
水
道
の
汚
濁
が
頻
発
し
て
い
る
。 

三 

い
ず
れ
に
し
て
も
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
広
域
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
国
の
施
策
は
立
ち
遅 

れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
自
治
体
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
際
政
府
の
対
策
を
財
政 

 

的
措
置
も
含
め
て
詳
細
に
明
示
さ
れ
た
い
。 

(1) 

通
産
大
臣
若
し
く
は
和
歌
山
県
知
事
は
汚
泥
流
出
に
つ
き
、
採
石
法
に
定
め
る
調
査
、
指
導
並
び
に
是
正 

措
置
を
行
つ
た
か
ど
う
か
。 

(2) 
そ
う
だ
と
す
れ
ば
仮
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
違
反
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
右
投
棄 

は
不
当
で
は
な
い
か
、
投
棄
の
中
止
、
廃
土
の
撤
去
な
ど
適
切
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な 

 

い
か
。 

投
棄
に
よ
り
、
金
熊
寺
川
上
流
は
相
当
汚
染
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

六 

 



 

五 

認
可
さ
れ
た
採
取
計
画
に
よ
れ
ば
、
司
建
設
工
業
株
式
会
社
だ
け
で
、
九
六
、
七
八
二
平
方
米
の
採
取
を
認 

 

可
さ
れ
て
い
る
が
、
採
取
後
の
裸
山
の
植
生
修
復
計
画
の
詳
細
と
そ
の
実
施
期
間
、
施
行
主
体
、
監
督
責
任
等 

 

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

な
お
、
認
可
計
画
に
は
一
五
、
八
六
二
平
方
米
の
国
有
林
（
六
七
林
班
）
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
近
年
和
泉
山

系
は
岩
石
採
取
が
激
増
し
、
本
件
現
場
周
辺
だ
け
で
も
、
男
里
川
上
流
三
箇
所
、
菟
砥
川
上
流
五
箇
所
、
山
中 

 
 

川
上
流
に
二
箇
所
、
金
熊
寺
川
上
流
に
五
箇
所
と
男
里
川
水
系
だ
け
で
合
計
一
五
箇
所
に
の
ぼ
る
。
林
業
基
本 

 

法
、
森
林
法
、
自
然
環
境
保
全
法
等
の
森
林
保
護
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
国
有
林
の
広
範
な
伐
採
と
岩
石
の
採
取 

(2) 
採
取
認
可
の
条
件
と
し
て
沈
殿
池
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
の
基
準
は
採
取
面
積
一
〇
、
〇
〇
〇
平 

方
米
に
つ
き
、
二
四
〇
立
方
米
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
わ
ず
か
二
四
粍
の
降
雨
に
堪
え
得
る
に
過
ぎ
な 

 

い
。
再
検
討
の
必
要
は
な
い
か
、
ま
た
現
地
に
設
け
ら
れ
た
沈
殿
池
の
実
測
値
は
い
く
ら
か
。 

そ
の
内
容
及
び
結
果
は
ど
う
か
。 

七 

 



 

(5) 

本
件
認
可
（
和
歌
山
県
知
事
認
可
番
号
二
四
号
、
二
四
（
変
）
号
）
に
当
り
、
採
石
法
三
十
三
条
の
六
に
よ

り
、
泉
南
市
長
の
意
見
を
聴
取
し
た
か
ど
う
か
。
本
件
採
石
場
は
泉
南
市
の
境
界
に
近
く
、
和
泉
山
脈
の
分 

(4) 

本
件
採
石
の
対
策
と
な
つ
て
い
る
国
有
林
（
六
七
林
班
）
の
境
界
を
特
定
さ
れ
た
い
。
現
地
で
は
事
業
関
係

者
の
説
明
を
聴
す
る
も
特
定
不
能
で
あ
つ
た
の
で
、
起
点
を
明
示
し
た
上
で
距
離
、
角
度
を
特
定
し
て
、
前 

 

記
一
五
、
八
六
二
平
方
米
の
国
有
林
の
境
界
の
特
定
を
求
め
る
。 

(3) 

採
石
後
の
災
害
防
止
計
画
の
内
容
及
び
植
生
復
旧
計
画
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

本
件
採
石
は
金
熊
寺
川
の
水
源
林
を
破
壊
し
、
周
辺
の
泉
南
市
つ
づ
ら
畑
地
区
な
ど
の
防
風
林
を
伐
採
す 

る
も
の
と
し
て
自
然
環
境
破
壊
の
お
そ
れ
は
な
い
か
。 

(1) 
前
記
国
有
林
の
伐
採
と
岩
石
の
採
取
が
な
ぜ
必
要
で
あ
つ
た
か
、
な
ぜ
認
可
さ
れ
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た 

い
。 

が
な
ぜ
必
要
で
あ
つ
た
か
、
な
ぜ
認
可
さ
れ
た
か
、
地
区
住
民
の
首
肯
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

八 

 



 

 

九 

水
嶺
よ
り
大
阪
府
泉
南
市
側
に
在
り
、
採
石
に
伴
う
影
響
は
主
と
し
て
泉
南
市
側
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
る 

か
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


